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Ⅰ 研究の目的 






















































 2. 幼稚園教育要領・保育所保育指針における記載 





























 2012年度前期の授業においては 2 クラスに分けられており、履修者は 2 年生44名、 3 ・ 4 年生
35名、合計79名であった。用いた教科書や授業内容においては15回にわたり同一のものであった。
 3 ・ 4 年生クラスは前期途中において 2 週間の教育実習のため、 6 月に授業が 2 回分休講であっ
た。その振り替えとして第10・11回目に補講授業を行ったため、出席率が低下している。受講状




























 2. 初回アンケート調査 
 初回授業において 2 年生クラス35名、 3 ・ 4 年生クラス26名、計61名に「子どもに読み聞かせ
るもの（児童文化財の記述も可）」について思いつくものをすべて記入するようたずねたアンケ
ートを行った。結果は55名が絵本、51名が紙芝居と回答し、うた・童謡、昔話、飛び出す絵本、





人数(人) 比率(％) 人数(人) 比率(％)
第1回 35 79.5 26 74.3
第2回 34 77.3 22 62.9
第3回 36 81.8 28 80.0
第4回 33 75.0 23 65.7
第5回 35 79.5 24 68.6
第6回 32 72.7 19 54.3
第7回 35 79.5 26 74.3
第8回 33 75.0 24 68.6
第9回 32 72.7 24 68.6
第10回 32 72.7 14 40.0
第11回 28 63.6 14 40.0
第12回 33 75.0 24 68.6
第13回 33 75.0 21 60.0
第14回 35 79.5 24 68.6
第15回 34 77.3 25 71.4























 3. 質問紙調査 
 最終授業時間内において 2 年生34名、 3 ・ 4 年生25名、計59名に「授業への参加度」（問 1 ～
 6 ）や、学生の意識に関して「目標」（問 7 ・ 8 ）、「話すこと」（問 9 ～11）についてたずねた11
問から成る質問紙調査を行った。それぞれの質問項目は「 1 ：全くあてはまらない～ 5 ：とても
あてはまる」の 5 件法で行った。質問項目と各クラスの平均の値を表 2 に示す。結果は平均的な
値を示しており、「授業への参加度」（問 1 ～ 6 ）については3.7、「目標」（問 7 ・ 8 ）について
は3.6、「話すこと」（問 9 ～11）については3.0であった。 
 そこで今回は、「授業への参加度」に着目し問 1 「授業への出席」の項目を除外した問 2 「積





































るか」についても 5 件法でたずねているため、「 4 ：あてはまる」「 5 ：とてもあてはまる」と回







1 授業には休まずに出席した 3.9 3.3 3.6
2 授業に積極的に取り組んだ 3.6 3.5 3.6
3 授業が役立つと感じる 3.6 4.0 3.8
4 授業後に知識が増えた 3.6 3.8 3.7
5 満足感のある授業であった 3.6 3.3 3.5
6 授業はたのしかった 3.7 3.8 3.7
7 将来の夢・目標がある 3.9 3.8 3.9
8 将来への目標に近づいた 3.4 3.0 3.3
9 人前で話すことが好きだ 2.7 2.4 2.5
10 人前で話すことが得意だ 2.5 2.1 2.3











































































 インタビュー調査は2012年 7 ～ 8 月に行われた。対象はＯ市、Ｎ市において幼稚園教諭もしく
は保育士として勤務されている女性教員12名であり、詳細は私立幼稚園所属が 5 名、私立保育所
所属が 2 名、私立子ども園所属が 5 名であった。また、それぞれの出身養成校が専門学校、短期





教員歴 5 年以下の比較的若い教員を対象者として依頼した。担当クラスに関しては表 6 に示す。






























表 6 ．対象者の担当クラス 
 73 
 (1)「絵本の読み聞かせ」に関して 
 絵本の読み聞かせに関して、所属園での読み聞かせの頻度についてたずねた結果を表 7 に示す。
























































   









   








































































 保育現場経験の長い対象者は養成校卒業後 5 年経過しているため記憶に残っていない場合も見
られた。また「言葉」に関した授業が存在しなかった 2 名に関しては、「表現」という授業の中
で、造形や言葉などの表現全般を扱っていたという結果であった。 




























































































































絵本の力①『日本経済新聞』2012年 5 月14日 
絵本の力②『日本経済新聞』2012年 5 月15日 
絵本の力③『日本経済新聞』2012年 5 月16日 
絵本の力④『日本経済新聞』2012年 5 月17日 
絵本の力⑤『日本経済新聞』2012年 5 月22日 
絵本の力⑥『日本経済新聞』2012年 5 月23日 
絵本の力⑦『日本経済新聞』2012年 5 月24日 
 
受理日 平成24年 9 月27日 
 
